
- 1 -

ヒラメ試験操業が開始されました

９月２日（金）、底びき網漁が解禁となり、初漁となったこの日、久之浜から勿来支所までの底

びき船２５隻が出港し、ヒラメ７尾（約２０kg）を含む、合計約３．３トンの水揚げがありまし

た。

沿岸漁業の主力魚種であったヒラメは、長らく出荷が制限されていましたが、８月２９日（月）

の県下漁業協同組合長会議で試験操業が承認されたため、実に５年半ぶりの水揚となりました。

ヒラメは漁業者の総意により、試験操業期間に限り、肉付きが良く、全長５０cm以上の個体のみ

を水揚げすることとなりました。これは県産ヒラメの復活を強くアピールするための取組で、各

漁業者は船上でヒラメの大きさを専用の尺で測かり、小型魚は放流します。

ヒラメは季節毎に浅深移動する生態を持ち、９月には水深の浅い海域に生息するため、今回は

漁獲量が少なかったものと考えられます。今後、冬にかけてヒラメの旬を迎えますので漁獲量の

増加が期待されます。

漁獲物は、いわき、郡山、若松、福島の各卸売市場へ出荷されました。ヒラメは少量というこ

ともあり、１，５００円～８，０００円／kgと高値で取引されました。今後、漁獲量の増加とと

もに、県外への出荷が見込まれます。

（水産事務所）
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「みずほの森プロジェクト」ボランティア活動が開催されました

８月２０日（土）、いわき市平下大越地区において、昨年度までに植栽したクロマツ苗木の生長

を妨げる下草の刈り払いを行う「みずほの森プロジェクト」ボランティア活動が開催されました。

「みずほの森プロジェクト」は、みずほフィナンシャルグループが、県・市及び地元山林組合

と協定を結び、福島県の震災復興のため、平成３０年までに津波で被災したいわき市新舞子海岸

の海岸防災林を対象に植栽・下刈り等の管理を行っていく取り組みです。

当日は、県内はもとより首都圏や東北各地から約７０名の行員が参加し、地元山林組合の方々

と一緒に、時折小雨が降る中、苗木より大きく育った下草を手鎌を使いながら、慣れない手つき

で丁寧に刈り払っていました。

今回で今年度の活動は終了しますが、来年度以降も引き続き、下刈り等海岸防災林の管理を行

っていくこととしております。 （森林林業部）

「おいしい ふくしま いただきます！」キャンペーンを開催しました

８月２３日（火）、スパリゾート・ハワイア

ンズにおいて、「おいしい ふくしま いただ

きます！」キャンペーンを開催しました。

県産農林水産物の安全・安心のＰＲを

するため、ホテルハワイアンズに宿泊され、バ

スで首都圏へお帰りになる方（約４２０名）

にいわき市産梨「幸水」や梨の安全性を確

認したチラシを配布しました。

小さな子供連れで遊びに来ている方が多く、

「梨は大好物なのでうれしい」、「風評被害に負けず頑張ってほしい」といった声が聞かれ、

効果的に安全・安心のＰＲをすることができました。 （企画部）
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福島県漁業協同組合青壮年部連絡協議会総会が開催されました

８月２６日（金）、いわき市内の水産会館にお

いて、福島県漁業協同組合青壮年部連絡協議会

（県漁青連）の総会が開催されました。県漁

青連は漁協の若手漁業者を中心に構成される

組織で、漁労技術の向上や本県水産業のPR等

に取り組んでいます。

総会では、昨年度の事業実績と決算、今年度

予算と事業計画が承認され、風評対策や技術向

上に積極的に取り組んでいくことを確認しました。

今年は役員改選も行われましたが、復興に向けた取組を継続的に推し進めるため、副会長（２

名）の１名が交代となった以外は再選となりました。再選された役員の皆様には、今後も強力な

リーダーシップで漁業の復興を牽引してくれることを期待しています。 （水産事務所）

「サンシャインいわき盛りだくさんフェスタ2016 in 友部SA」を
開催しました

８月２７日（土）、茨城県や首都圏からいわきを訪れる際の玄関口である常磐自動車道友部サー

ビスエリア（下り）において、常磐３市（いわき市・北茨城市・高萩市）や県南・相双地方振興

局等と連携して、「サンシャインいわき盛りだくさんフェスタ2016 in 友部SA」を開催しました。

当日は、いわき市産の「サンシャインいわき梨」や「サンシャイントマト」などの農産物の販

売ブースが設けられ、来場者に対していわき市産農産物のＰＲを行いました。

また、ステージでは高校生によるフラダンスショーやご当地キャラ・ヒーローによるステージ

ショーも行われました。 （いわき地方振興局）
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福島大学スタディーツアーが開催されました

８月２７日（土）、福島大学の学生が企画するスタディーツアーがいわき市内で開催されました。

同ツアーは平成２３年から毎年開催され、今回が５回目になります。

最初に、小名浜魚市場において、水産試験場職員から「福島県の海産魚介類の安全性と水産業

の現状」についての講演があり、参加者約３０名は本県水産業の現状と放射能の影響について理

解を深めました。

次に、四倉漁港に移動して、漁業者からホッキ噴流式マンガ及びシラス船曳網の漁具・漁法に

ついて説明を受けました。当初の計画では、漁船に乗船して漁労作業を見学する予定でしたが、当

日は海が荒れて出港が難しいため、波が穏やかな四倉港内を１周して終了となったものの、参加

者は普段経験できない乗船体験に大喜びでした。最後に、道の駅よつくら港に移動して、ロープ

ワークとホッキ殻むき体験を行い、夕食には、むいたホッキを使った料理を食べ、漁業者との親

睦を深めました。 （水産事務所）

平成２８年産米の全量全袋検査に係る業務研修会を開催しました

９月９日（金）、ＪＡ福島さくらいわき地区本部

において、「平成２８年産米の全量全袋検査に係る

業務研修会」を開催しました。

米の全量全袋検査は、平成２４年産米からいわ

き市、生産者団体及び米穀事業者で構成する「い

わき地域の恵み安全対策協議会」が、市内で生産

された全ての米を対象として、国が定める基準値

（１００ベクレル／kg）を超える米の流通を防ぎ、

消費者の皆様へ安全な米をお届けするために

実施しており、今年で５年目を迎えます。
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研修会には、ＪＡ担当者をはじめ、今年から新たに検査業務に携わる２２名が出席し、検査が適切

かつ円滑に実施できるよう、検査の概要、検査方法及び検査時の注意点等について理解を深めました。

平成２８年産米についても、関係機関・団体の皆様と協力し、いわき産米の信頼向上と、安全・安心確

保のため、適切な検査を実施していきます。 （農業振興普及部）

今年も「サンシャインいわき梨祭り」が開催されました

９月１５日（木）、いわき市錦町の学校法人星学園 錦星こども園において、ＪＡ福島さくらい

わき地区本部梨部会と同ＪＡいわき地区本部共催の「サンシャインいわき梨祭り」が開催されま

した。

サンシャインいわき梨祭りは、市内の子供たちが農作物に対する知識を習得する食育と、いわ

き市を代表する農産物のプロモーションを目的に開催されています。

梨部会の大森嘉雄代表等のあいさつの後、各来賓から園児たちに梨「豊水」が手渡されました。

園児からは、お礼のことばと園児の描いた手作りの「感謝状」が贈られました。

試食では、子供たちに大人気のいわき農産物キャラクターの「なしポチ」が登場し、「なしおい

しい！」の声とともに、取れたての梨を元気いっぱいほおばっていました。 （農業振興普及部）

その他

第２回コンプライアンス研修会を開催しました

８月２５日（木）、２６日（金）、今年度２回目となる所属職員を対象としたコンプライ

アンス研修会を開催しました。

これは、職員の不祥事が後を絶たない現状を省みて、不祥事を絶対起こさない、起こさ

せない職場風土づくりを推進する目的で実施したものです。
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はじめに、総務部副部長が職員研修課作成の職場研修資料の内容について説明し、その

後、交通安全の啓発・意識向上を図るため、飲酒運転防止等に関するＤＶＤを視聴しました。

これからも、職員一人一人が、公私共に法令順守はもとより、高い倫理観をもって対応

できるよう研修を積み重ねていきたいと考えています。 （総務部）

お知らせ

野生きのこの出荷・摂取制限について

原発事故後、県では、環境放射線モニタリング検査を

実施しており、平成２８年９月１６日現在、いわき市を

含む県内５５市町村において、野生きのこの出荷制限措

置が継続されています。

野生きのこが多く発生する時期となりましたが、出荷

制限措置となっている市町村においては、野生きのこの

販売目的での採取、出荷はもとより、直売所等での販売

は行わないでください。

また、自主検査により「基準値（100 Bq/kg）」以下

であっても、制限が解除されるまでは、出荷・販売はで

きません。野生きのこを使用した加工品も同様です。

いわき市においては、「野生きのこ」、「原木なめこ(露地が出荷制限措置となっていま

すが、いわき市産の野生きのこについては、摂取制限措置も取られていることから、食べる

ことも控えてくださるようお願いします。 （森林林業部）
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県産品紹介コーナーについて

県いわき合同庁舎１階正面玄関にある「県産

品紹介コーナー」では、来庁者にいわき地方の

産品を紹介しています。

来庁者への産品のＰＲを行うことができます

ので、当コーナーに配置してほしいいわき地方

の産品を製造している事業者様がおられました

ら、下記までご連絡ください。

【連絡先】

いわき地方振興局企画商工部

地域づくり・商工労政課

電話 ０２４６－２４－６００７

（いわき地方振興局）

いわき地方の農林水産物モニタリング検査結果について

□農林畜産物の検査結果

福島県が行った、いわき地方の８月の農林畜産物の放射性物質モニタリング検査結果をお知ら

せします。

検査した７品目２１検体すべてにおいて、放射性セシウムが検査機器の検出限界値以下でした。

内訳は（表１）のとおりです。

８月末現在、いわき地方産の農林畜産物で出荷が制限されているのは、（表２）のとおりです。

（企画部）
（表１）１点も放射性セシウムが （表２）出荷制限および出荷自粛品目（８月末現在）
検出されなかった品目と検体数

ミョウガ

日本ナシ

菌床しいたけ（施設）

菌床なめこ（施設）
エリンギ（施設）

牛肉

原乳

個数

1

6

4

1
1

3

5

品目

―

出荷自粛 山菜 さんしょう（野生のものに限る）

制限、自粛 区分 品目

出荷制限

野菜・根菜・芋類 ―

果物 ―

穀類 ―

山菜

たけのこ、ぜんまい、たらのめ（野

生のものに限る）わらび、こしあぶ

ら

きのこ 原木なめこ（露地）、野生きのこ

畜産物
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□海産魚介類の検査結果

福島県沖で採取された海産魚介類の放射性セシウム濃度は、時間の経過とともに着実に低下し

ています。

平成２８年８月に４４３検体を検査し、放射性セシウムとしての基準値１００bq/kgを超えた

ものはありません。海産魚介類では平成２７年４月以降、基準値を超えたものはありません。平

成２７年７月以降、モニタリング検査で放射性セシウムの不検出割合が９割を超え、平成２８年

８月末では不検出割合が９４．３％となっています。 （水産事務所）

平成２３年以降のモニタリング検体数と放射性セシウム検出の割合

□試験操業の状況
試験操業の対象種の推移

試験対象種は、８月２９日（月）

の県下漁業協同組合長会議で新たに

ヒラメ・マアナゴ・ホシガレイ・マ

ゴチ・マツカワ・ニベ・シログチ・ケ

ムシカジカ・サブロウ・ナガヅカの

１０種の追加が承認され、全８３種

類となりました。

なお、８月２４日（水）に国によ

るアイナメ・アカシタビラメ・エゾ

イソアイナメ・コモンカスベ・マコ

ガレイの出荷制限指示が解除されました。（８月末現在、出荷制限魚：１６種） （水産事務所）

年
100Bq/kg
超

100Bq/kg
以下

不検出 計

検体数 785 893 294 1,972

割合（％） 39.8 45.3 14.9 100.0

検体数 921 2,372 2,287 5,580

割合（％） 16.5 42.5 41.0 100.0

検体数 280 2,147 5,214 7,641

割合（％） 3.7 28.1 68.2 100.0

検体数 75 1,387 7,260 8,722

割合（％） 0.9 15.9 83.2 100.0

検体数 4 896 7,677 8,577

割合（％） 0.05 10.4 89.5 100.0

検体数 0 317 5,201 5,518

割合（％） 0.00 5.7 94.3 100.0

H28.8.31現在

H28

H23

H24

H25

H26

H27

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

6月 9月 12
月 3月 6月 9月 12
月 3月 6月 9月 12
月 3月 6月 9月 12
月 3月 6月

種
類
数

追加数

合計

25年 26年平成24 27年 28年



- 9 -

「ふくしま地域産業６次化新商品カタログ」に
掲載された６次化商品をご紹介します

食彩ふくしま地産地消推進店のメニューの紹介

勿来方面

平方面

植田駅

東邦銀行

植田支店

いわき南

警察署

1056

20

6
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